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■教科書：必要に応じて資料を配布する。

■参考文献：講義内で適宜紹介する。

■成績評価基準と方法：出席状況（50％）および提出課題、授業態度（25％）、小テスト（25％）を総合的に評価する。

評価方法 到達目標 評価基準 評価
割合（％）到達目標① 到達目標② 到達目標③

定期試験
小テスト・
授業内レポート ○ ○ ○ 25

授業態度 ○ ○ ○ 25
発表
課題・作品
出席 ○ ○ ○ 50
その他
◎：より重視する　○：重視する　空欄：評価に加えず

■関連科目：デザイン総合実習、設計整図基礎等空間関連科目

■その他（学生へのメッセージ・履修上の留意点）：

■科目のねらい：人間と環境を考えた空間デザインの有様と課題について理解し、空間デザインを行う際の考え方と技法につい
て屋内外、都市・自然風景地と多岐に渡る具体的な空間デザイン事例から学ぶ。また、総合実習科目などとも関連づけた授業
とする。

■到達目標：①人間と環境を考えた空間デザイン考え方と技法を学ぶ。
	 	 ②建築デザインの意義と事例を学ぶ。
	 	 ③ランドスケープデザインの意義と事例を学ぶ。

■担当教員：【◎は科目責任者】
◎山田	良・上田	裕文

■授業計画・内容：
第 1 回　建築空間の概念・哲学
第 2 回　住居の空間
第 3 回　集合や密度
第 4 回　ビルディングタイプ
第 5 回　公共性、商業、執務
第 6 回　デザイン事例紹介
第 7 回　空間デザインをすること
第 8 回　広場のデザイン１
第 9 回　広場のデザイン２
第10回　地形の読み方と使い方
第11回　花と樹木の基礎知識
第12回　光と影のランドスケープデザイン
第13回　公園のデザイン１
第14回　公園のデザイン２
第15回　公園の様々なデザイン事例

選　択	 開講年次：2年次後期	 科目区分：講　義	 単　　位：2単位	 講義時間：30時間

空間デザイン論
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